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本論文は全体を以下の 3 つの章によって構成している。 
 




































































                                            
1文化庁、東京国立博物館、NHK、NHK プロモーション編	 文化庁海外展大英博物館帰国記念『国宝	 土
偶展』	 NHK、NHK プロモーション、毎日新聞社	 2009 年	 p.6-9 
2文化庁、東京国立博物館、NHK、NHK プロモーション編	 文化庁海外展大英博物館帰国記念『国宝	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であった。それは、HG RX-78-2「ガンダム」（図 1-3）である。このガンダム（図 1-3）
                                            
3 3文化庁、東京国立博物館、NHK、NHK プロモーション編	 文化庁海外展大英博物館帰国記念『国宝	 
土偶展』	 NHK、NHK プロモーション、毎日新聞社	 2009 年	 p.35 
（図 1-2）《西ノ前土偶型式》	  
	 縄文時代中期、山形県教育委員会蔵 
（図 1-3）バンダイ、プラモデル 







































	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 
	 
	 













監督ジョセ・パジーリャの 2 作品だ。	 
	 ヴァーホーベン監督の『ロボコップ（1987 年）』（図 1-4）は、人間と機械のハイブリ
ッドとなった主人公の元警官の「自分の存在についての葛藤」が描かれている。	 








                                            
5 ポール・ヴァーホーベン監督『ロボコップ』	 1987 年、20 世紀フォックス 
6 ジョゼ・パジーリャ監督『ロボコップ』	 2014 年、20 世紀フォックス 
（図 1-4）『ロボコップ』 
監督、ポール・バーホーベン 
1987 年公開、20 世紀フォックス 
（図 1-5）『ロボコップ』 
監督、ジョゼ・パジーリャ 































































































	 （図 1-2-1）《顔の記憶》 
	 	 2008 年	 石膏 
（図 1-2-2）《ユリウス・カエサ
















された肖像である。7	 ローマの皇帝カエサルは、紀元前 100 年に生まれた人物である。
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 西洋美術館、ヴァチカン美術館、NHK、NHK プロモーション編	 『ヴァチカン美術館所蔵	 古代ロー
マ彫刻展』	 NHK、NHK プロモーション	 2004 年	 p.182 
8 西洋美術館、ヴァチカン美術館、NHK、NHK プロモーション編	 『ヴァチカン美術館所蔵	 古代ロー

































                                            
9 西洋美術館、ヴァチカン美術館、NHK、NHK プロモーション編	 『ヴァチカン美術館所蔵	 古代ロー





































	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 
	 
	 

























                                            
10 ジョゼフ・マンカ、セーラ・コステロ、パトリック・ベード	 『世界の彫刻	 1000 の偉業』	 籾山昌
夫訳	 二玄社	 2009 年	 p.44 
11 ジョゼフ・マンカ、セーラ・コステロ、パトリック・ベード	 『世界の彫刻	 1000 の偉業』	 籾山昌
夫訳	 二玄社	 2009 年	 p.535 
（図 1-2-3）《リアーチェの戦士 A》 




























	 （図 1-2-4）《森の年輪》 






























































彫立像である。14	 今から約 4500 年前の神官の像で、彩色が施されていた名残をみてと
れる。	 
                                            
12 ジョゼフ・マンカ、セーラ・コステロ、パトリック・ベード	 『世界の彫刻	 1000 の偉業』	 籾山昌
夫訳	 二玄社	 2009 年	 p.38 
13 木村泰司著	 『木村泰司の西洋美術史』	 学研パブリッシング	 2013 年	 p.11-12 
14高橋秀爾監修、青柳正規、太田泰人、鈴木杜幾子、高橋秀爾、高橋達史、高橋裕子、西野嘉章執筆	 『西
洋美術史』	 美術出版社	 1990 年	 p.16-17 
（図 1-2-5）《アナヴィッソスのクロ






























	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 
（図 1-2-7）《わたしである部分》 































                                            
15 ジョゼフ・マンカ、セーラ・コステロ、パトリック・ベード	 『世界の彫刻	 1000 の偉業』	 籾山昌
夫訳	 二玄社	 2009 年	 p.110、111、184 
16 ジョゼフ・マンカ、セーラ・コステロ、パトリック・ベード	 『世界の彫刻	 1000 の偉業』	 籾山昌

































	 （図 1-2-10）《人の年輪》 




































































































































































                                            

































                                            






































	 	 	 	 
	 
	 


























































	 2010 年	 木 
（図 2-2）《渇きの視線》 















































	 	 	 	 	 	 	 
	 
	 







	 松本竣介は 36 歳で亡くなるまでの画業の中で、初期から多くの人物を描いているが、









                                            
19 岩手県立美術館、神奈川県立近代美術館、宮城県美術館、島根県立美術館、世田谷美術館編	 『生誕
100 年	 松本竣介展』図録	 NHK プラネット東北、NHK プロモーション	 2012 年	 p.365-369	  
（図 2-4）松本竣介	 《立てる像》	  



































































































































（図 2-6）エドワード・ホッパー	 《夜更かしの人々》	  



















































がることを想定し《かわきの肖像 2-行路》（図 2-7）のような白を基調とした。	 











 2013 年 
（図 2-8） 
《かわきの肖像 3-立ち姿》 































                                            
20 フィリップ・K・ディック	 『時はみだれて』	 山田和子訳	 早川書房	 2014 年 
21 フィリップ・K・ディック	 『高い城の男』	 浅倉久志訳	 早川書房	 1984 年 
22 フィリップ・K・ディック	 『パーマー・エルドリッチの三つの聖痕』	 浅倉久志訳	 早川書房	 1978 年	  

































































《かわきの肖像 4-出口は入口》  
	 2013 年 
（図 2-11） 
《かわきの肖像 5-ひがないちにち》 
	 2013 年 

































                                            











































































《LANDSCAPE WITH FIGURES 》	  




	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 
	 
	 

























                                            
25 H.テレンバッハ	 『メランコリー』	 木村敏訳	 みすず書房	 1978 年	 p.22 
26 ハルトムート・ベーメ	 『デューラー【メレンコリアⅠ】』	 加藤淳夫訳	 三元社	 2005 年	 p.6-13 
（図 2-15）アルブレヒト・デューラー 


































































                                            
27 《マスクⅡ》（図 2-16）の作品サイズは、77×118×85 ㎝、《大男》（図 2-17）の作品サイズは、205.7
×117.4×209 ㎝ 
（図 2-16）ロン・ミュエック 
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間のプロポーションからの逸脱である。この 3 点を踏まえた上で、3 体の立像作品につ

































































 2013-14 年	 木 
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28 伊藤計劃『ハーモニー』	 早川書房	 2008 年 
（図 2-5-3） 
《かわきの肖像 7-もうひとりのだれか》 
 2013-14 年	 木 
 54 














	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 








	 ここまでの第 2 章で述べた考えを基とし《かわきとひと》、《かわきの肖像 6-もうひ
（図 2-5-4）《ひとひとり》 












































































































	 	 	 	 	 	 	 	 
	 
	 






















                                            
29 小林剛	 『肖像彫刻』	 吉川弘文館	 1969 年	 p.1-13 
30 水野敬三郎監修、浅井和春、石松日奈子、松田誠一郎、副島弘道、岡田健、武笠朗、和田圭子、奥架健
夫、山本勉、熊田由美子、浅井京子、藤岡穣、根立研介、鈴木喜博、長谷洋一、田中修二、瀬山里志執筆	 
『日本仏像史』	 美術出版社	 2001 年	 p.55 
31小林剛	 『肖像彫刻』	 吉川弘文館	 1969 年	 p.24-26 
32山本勉	 『運慶にであう』	 小学館	 2008 年	 p.90-96 
（図 3-2-1）《鑑真和上坐像》 
	 8 世紀、奈良時代、唐招提寺御影堂 
（図 3-2-2）《俊乗上人坐像》 































































	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 
                                            
33小林剛	 『肖像彫刻』	 吉川弘文館	 1969 年	 p.165-166 
34水野敬三郎監修、浅井和春、石松日奈子、松田誠一郎、副島弘道、岡田健、武笠朗、和田圭子、奥架健
夫、山本勉、熊田由美子、浅井京子、藤岡穣、根立研介、鈴木喜博、長谷洋一、田中修二、瀬山里志執筆	 



































	 	 	 	 	 	 	 	 	 
                                            
35 東京国立近代美術館、三重県立美術館、宮城県美術館	 『日本彫刻の近代』	 淡交社	 2007 年 p.65-p.71 
































                                            






38 武田昭子編	 昭和女子大学創立 80 周年記念『舟越保武のアトリエ−静謐な美を求めて−』	 昭和女子大
学光葉博物館	 2000 年	 p.140 
39 舟越保武『巨岩と花びら』	 筑摩書房	 p.59-65 
（図 3-2-6）舟越保武 















































像で、16 世紀末の日本でキリスト教弾圧の際に犠牲となった外国人宣教師 6 人、日本
人修道士、信者 20 人あわせて 26 人の殉教者をモデルとして制作されたものだ40。	 


















                                            
40武田昭子編	 昭和女子大学創立 80 周年記念『舟越保武のアトリエ−静謐な美を求めて−』	 昭和女子大学
光葉博物館	 2000 年	 p.138 
 
	  （図 3-2-7）舟越保武	  
   《長崎二十六殉教者記念像》 




































（図 3-2-8）舟越保武	 《聖ベロニカ》 



















	 上記の画家の中から、アルブレヒト・デューラー、ルシアン・フロイドの 2 名を取り
上げ自己と人間存在の認識について触れる。	 
	 
                                            
41 金田一春編	 『学研	 現代新国語辞典改訂新版』	 学習研究社	 1994 年 p.539	 【自画像】自分で描
いた自分の肖像画。 
42 千足伸行	 『新潮美術文庫 6	 デューラー』	 新潮社	 1975 年 
43 パスカル・ボナフー	 高橋秀爾監修『レンブラント	 光と影の魔術師』村上尚子訳	 創元社	 2002 年 
44 ジュリアン・ベル	 『500 人の自画像』	 渡辺玲子訳	 ファイドン	 2004 年 
45 パスカル・ボナフー	 嘉門安雄監修	 『ゴッホ』	 高橋啓訳	 創元社	 1990 年 
46 フランソワーズ・カシャン	 高橋秀爾監修	 『ゴーギャン−私の中の野生』	 田辺希久子訳	 創元社	 
1992 年 
47 ラインハルト・シュタイナー	 『ニュー・ベーシック・アート・シリーズ	 エゴン・シーレ』タッシェ
ン・ジャパン	 2001 年	 p.7 
48 ジュリアン・ベル	 『500 人の自画像』	 渡辺玲子訳	 ファイドン	 2004 年 
49 ラインハルト・シュタイナー	 『ニュー・ベーシック・アート・シリーズ	 エゴン・シーレ』タッシェ
ン・ジャパン	 2001 年 
50 ジュリアン・ベル	 『500 人の自画像』	 渡辺玲子訳	 ファイドン	 2004 年 
51 東京国立近代美術館、岩崎吉一、市川政憲編	 『フランシス・ベーコン	 Paintings 1945-1982』	 東
京国立近代美術館、東京新聞、ブリティッシュ・カウンシル	 1983 年 
52 セバスチャン・スミー	 『ルシアン・フロイド』	 2008 年 
53 クラウス・ホネフ	 『アンディ・ウォーホル』	 タッシェン・ジャパン	 2001 年 
 67 

























	 アルブレヒト・デューラーは、ドイツ、ニュルンベルグに 1471 年に生まれた。絵画
史の中で、デューラーのように自画像を多く残した画家は彼より以前にはいない。55	 
	 《エアランゲンの自画像》（図 3-3-1）にみられる顔に手を添えるポーズは、2 章で紹
介したデューラーの《メレンコリアⅠ》（p.43 図 2-15）にも通じるものがある。デュー
ラーの残した自画像の中では、陰鬱な表情を浮かべるものは数少ない。これは私の考え
                                            
54田中英道	 『画家と自画像』	 日本経済新聞社	 1983 年	 p.38 
55 ジョン・バーガー	 『アルブレヒト・デューラー』	 タッシェン・ジャパン	 2005 年	 p.7 
（図 3-3-2）アルブレヒト・デューラー 





































                                            
56 ジョン・バーガー	 『アルブレヒト・デューラー』	 タッシェン・ジャパン	 2005 年	 p.8-9 


































	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 
（図 3-3-4）ルシアン・フロイド 
《制作中の画家、鏡像》 
	 1993 年 
（図 3-3-3）ルシアン・フロイド 
《男の頭部（自画像）》 

































                                            
58 ロン・ミュエック	 『ロン・ミュエック』	 フォイル	 2008 年	 p.58 
（図 3-3-5）ロン・ミュエック 
《Mask》	 1997 年 
ロンドン、サーチギャラリー 
（図 3-3-6）ロン・ミュエック 









































	 私はこれまでに自刻像を 5 作品制作している。そのもっとも古い作品が《自刻像》（図
3-3-7）だ。この作品は、高校 3 年生のときにつくったものだ。まだまだ、経験が浅い
中で自分自身の姿を頼りに人間像への興味を抱き、自然と選んだのが自刻像であった。	 












	 2008 年	 粘土原型 
（図 3-3-9）《きえさるひと（自刻像）》 
	 2010-2012 年	 石 
（図 3-3-7）《自刻像》 
	 2004 年	 FRP	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3-4	 形と距離が持つ「重さ」：	 博士提出作品	 	 






























































































































                                            
59 マーク・トウェイン『人間とは何か』	 中野好夫訳	 岩波書店 
（図 3-4-2）《ひとりとふたり》 
	 	 	 	 	 2014 年	 木 
 79 





も高さ約 90 ㎝ある。この作品のサイズは、見たときに 2 体が同じ空間に立っている状
況を視野にすんなりと収めることで関係性を意識させる事を目的に大きさを決定した。	 



























































	 	 	 	 	 	 
	 
	 

























                                            
60 古木俊雄	 『ヴィーゲラン	 人間愛の造形者』	 アートデイズ	 1998 年 
61 古木俊雄	 『フログナー公園の秘密』	 三樹書房	 1995 年 
（図 3-3-11）フログナー公園 
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 創元社	 1992 年	 
ガイユマン,ルイ.ジャン	 『エゴン・シーレ−傷を負ったナルシス』	 創元社	 2010 年	 	 
北嶋廣敏	 『画家と自画像	 もうひとつの絵画の楽しみ』	 1987 年	 
木村泰司	 『木村泰司の西洋美術史』	 学研パブリッシング	 2013 年	 
越宏一	 『ヨーロッパ美術史講義	 デューラーの芸術』	 岩波書店	 2012 年	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